
■出発日と旅行代金（大人お一人様・２名様一室ご利用の場合）

■上記旅行代金に加え、成田空港施設使用料2,610円、燃油サーチャージ等空港諸税が別途かかります。

　　

¥56,000

旅行期日

　　　　　　　　　　　　

総合旅行業務取扱管理者　：　加藤　重雄

　　株式会社 ワールドトラベル

旅行代金 お一人様部屋追加料金

　6/15（水）～22日（水）

　6/22（水）～29日（水）

＜旅行主催＞

仙台発着

¥380,000

観光庁登録旅行業第１５４６号　　　日本旅行業協会（ＪＡＴＡ）正会員

〒984-0015　仙台市若林区卸町４－３－１

TEL:022-232-8051　　FAX: 022-232-8085　　

ワルシャワ・旧王宮前広場

添乗員同行

人類の負の遺産「アウシュヴィッツ」
第二強制収容所の鉄道引き込み線は、ドイツ
各地から収容所の中へと繋がっています。

クラクフ「ヴァヴェル城」

森や湖など手つかずの自然が残され、世界遺産が数多くある美しい国・ポーランド。
ポーランドはショパンの故郷であり、その首都ワルシャワは中世から近代までの歴史的な建物が並ぶ美しい都ですが、これ
らはすべて、第二次大戦でナチスによって破壊されたものを戦後に復元したものであり、奇跡的なまでの復元に協力した市
民たちの功績が認められて、ワルシャワは世界遺産に登録されました。
人類の負の遺産と言われる「アウシュヴィッツ」も一度は是非訪れていただき、心に留めていただきたいと思います。

ジェラゾヴァ・ヴォラ「ショパンの生家」
壁のひび１本まで忠実に復元された

世界遺産ワルシャワの街
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●入場観光　　◎下車観光　　○車窓観光　　【世遺】世界遺産

2016年 都市名 時間 交通機関 日程 食事

仙台駅 07時頃発 新幹線 ＪＲにて、東京経由羽田空港へ

6月15日 羽田空港 10時頃着 羽田空港着後、出国手続き 朝 ：－

または 羽田空港 12:35 ＬＨ715 空路、ルフトハンザ航空にてミュンヘンへ 昼 ：機内

6月22日 ミュンヘン 17:40 着後、乗り継いで 夕：機内

(水） ミュンヘン 19:15 LH1646 空路、グダンスクへ

グダンスク 20:45 専用車 着後、ホテルへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【グダンスク泊】

ホテルにて朝食 朝 ：○

グダンスク 午前 専用車 グダンスク：「三つ子の町-連帯が始り共産主義が終わった町」 昼 ：○

6月16日 ソポット ポーランドで最も美しい町の一つグダンスク　連帯運動の町としても有名です 夕 ：○

または ◎グダンスク旧市街散策　◎グダンスク造船所と連帯記念碑

6月23日 午後 ポーランド騎士団の居城だったマルボルク城へ（63㌔・1時間）

(木） マルボルク 「世遺」　●マルボルク城

コペルニクスの町トールンへ（153㌔2時間30分）

トールン 夕刻 【トールン泊】　 

ホテルにて朝食 朝 ：○

トールン：「コペルニクス－太陽を静止させ、地球を動かした人」 昼 ：○

6月17日 トールン 午前 専用車 「世遺」トールン観光 夕 ：○

または ●コペルニクスの生家　◎聖ヨハネ大聖堂　◎市庁舎広場とコペルニクスの銅像

6月24日 午後 ジェラゾヴァ・ヴォラへ（184㌔・3時間）

(金） ｼﾞｪﾗｿﾞヴｧ･ヴｫﾗ ショパンの生家観光　　●ショパンの家

ワルシャワへ（55㌔・1時間）

ワルシャワ 夕刻 【ワルシャワ泊】

ホテルにて朝食 朝 ：○

6月18日 ワルシャワ 終日 専用車 ワルシャワ：「激動の200年」 昼 ：○

または 終日、ワルシャワ観光　 夕 ：○

6月25日 「世遺」旧市街観光　●旧王宮（月曜休館）、●キューリー夫人博物館（月曜休館）

(土） ●聖十字架教会　＊ショパンの心臓が埋められている

●ショパン博物館

【ワルシャワ泊】
ホテルにて朝食 朝 ：○

ワルシャワ 終日 専用車 徒歩でワルシャワ中央駅へ 昼 ：○

6月19日 急行列車でクラコフへ（約3時間） 夕 ：○
または クラコフ：「偉大なポーランド王達の拠点」

6月26日 クラコフ 着後、ヴィエリチカ岩塩採掘場へ

(日） 「世遺」ヴィエリチカ岩塩採掘場　＊日本のテレビでも何度か紹介された世界遺産です

＊世界最古の岩塩鉱山の１つで、長さ300km、岩塩を削って造られた教会があります

【クラコフ泊】

ホテルにて朝食 朝 ：○

アウシュビッツ：「20世紀の大惨劇」 昼 ：○

クラコフ 午前 徒歩 人類の負の遺産と言われるアウシュビッツへ（60㌔・1時間） 夕 ：○

6月20日 アウシュビッツ 列車 「世遺」アウシュビッツとビルケナウ（第2のｱｳｼｭﾋﾞｯﾂ）見学

または 専用車 ＊人類史上最悪の悲劇、130万人が連行され、うち110万人が亡くなったと言われて

6月27日 午後 　 います

(月） ポーランドの古都クラコフ観光

クラコフ 「世遺」クラコフ旧市街観光

＊第２次世界大戦で奇跡的に爆撃をまぬがれた古都の街をご案内いたします

午前 専用車 ●ヴァヴェル城と大聖堂　＊歴代ポーランド王の居城

【クラコフ泊】

ホテルにて朝食 朝 ：○

6月21日 ＊出発まで自由行動 昼 ：機内

または 午前 専用車 ホテルから空港へ 夕 ：機内

6月28日 クラコフ 10:45 LH1365 空路、フランクフルトへ

(火） フランクフルト 12:25 着後、乗り継いで

フランクフルト 13:40 LH710 空路、ルフトハンザ航空にて成田空港へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【機内泊】

6月22日 成田空港 8:15 着後、通関　　その後、国内線に乗り継ぎ 朝：機内

または 成田空港 10:30 NH3231 空路、仙台空港へ 昼：－
6月29日 仙台空港 11:35 着後、解散 夕：－

(水）

■上記スケジュールは現地交通事情などにより、一部変更が生じる場合があります

■募集人員：１５名様（最少催行人数 １２名様）　　　 ■添乗員 ：全行程同行いたします

■食事条件 ：朝 ７ 回　・　昼 ７回　・　夕 ６回（機内食を除く）

■利用航空会社 ：ルフトハンザ航空、全日空（国内線）　 エコノミークラス

■利用予定ホテル：【グダンクス】ヒルトン・グダンクス　　【トールン】メルキュール・ヘリオス　　　【ワルシャワ】 マリオット　　【クラクフ】ラディソン・ブル

　　または同等クラス以上のホテル
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ポーランドの世界遺産を訪ねる旅８日間
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